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●
総
務
建
設
産
業
常
任
委
員

会
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
4
号
）

問
　
　
　
図
書
館
管
理
運
営

業
務
の
限
度
額
の
増
減
は
。

答
　
　
　
今
回
の
ほ
う
が
２

３
４
５
万
円
増
。

問
　
　
　
児
童
ク
ラ
ブ
の
使

用
料
ア
ッ
プ
、
夏
季
使
用
料

新
設
で
年
間
歳
入
額
は
。

答
　
　
　
合
わ
せ
て
７
４
０

万
円
を
想
定
し
て
い
る
。

伊
奈
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

問
　
　
　
特
定
一
般
用
医
薬

等
の
医
療
費
控
除
の
特
例
と

は
。

答
　
　
　
自
己
の
健
康
意
識

を
高
め
、
自
主
的
に
自
分
の

責
任
で
服
薬
す
る
セ
ル
フ
メ

デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
自
主
服

薬
）
推
進
の
た
め
、
新
た
な

ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
を

購
入
し
た
費
用
に
つ
い
て
所

得
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
。

問
　
　
　
「
軽
自
動
車
税
」

が
「
種
別
割
」
と
な
る
が
。

答
　
　
　
名
称
の
変
更
だ

け
。

問
　
　
　
法
人
税
割
の
税
率

変
更
に
よ
る
影
響
は
。

答
　
　
　28

年
度
予
算

ベ
ー
ス
で7

千
万
円
ほ
ど
減

る
。

　
水
を
た
た
え
た
堀
の
棚
倉

城
址
、
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
神
社
な
ど
、

神
社
・
仏
閣
、
史
跡
、
自
然

な
ど
約
40
カ
所
も
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
の
他
、
国
の
重
要
無

形
民
俗
文
化
財「
御
田
植
祭
」

が
あ
り
ま
す
。「
た
な
ぐ
ら
応

援
大
使
」を
全
国
か
ら
募
り
、

町
の
Ｐ
Ｒ
、
町
へ
の
情
報
提

供
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
を
し
て

も
ら
い
ま
す
。
検
定
に
合
格

し
た
「
棚
倉
ふ
る
さ
と
ガ
イ

ド
」が
2
時
間
５
０
０
円
で
、

要
望
に
応
じ
た
案
内
を
し
ま

す
。
天
然
温
泉
ホ
テ
ル
「
ル

ネ
サ
ン
ス
棚
倉
」
は
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
、
プ
ー
ル
が
あ
り
、

乗
馬
も
で
き
ま
す
。

水をたたえる棚倉城の堀

開花期間が長い、塙町のダリア園都留市の放課後子ども教室について学ぶ

～先進地視察報告 の事例に学ぶ！～
２つの常任委員会が各々視察に行きました。

総務建設産業常任委員会

〔棚倉町・塙町の観光行政〕〔北杜市の地域包括ケア・都留市の放課後子ども教室〕
●視察地　福島県棚倉町・塙町
●視察日　平成28年10月4日・5日

この視察の成果を伊奈町に活かしたいと思います。

福
島
県
棚
倉
町

文教民生常任委員会

　
町
名
に
ふ
さ
わ
し
く「
花
」

と
「（
人
の
）和
・
輪
」
で
町

お
こ
し
を
と
、
華
や
か
で
長

期
間
咲
く
ダ
リ
ア
栽
培
に
着

手
し
、
町
営
の
ダ
リ
ア
園
で

は
約
３
０
０
種
、
５
０
０
０

株
が
咲
き
誇
り
ま
す
。
種
か

ら
殖
や
す
方
法
で
掛
け
合
わ

せ
の
品
種
が
で
き
ま
す
。
ダ

リ
ア
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
で

た
く
さ
ん
の
ダ
リ
ア
名
人
が

生
ま
れ
、
指
導
者
育
成
と
世

代
間
交
流
に
も
役
立
っ
て
い

ま
す
。
球
根
に
は
毒
が
な
い

こ
と
を
調
べ
た
う
え
で
料
理
、

漬
物
、
ダ
リ
ア
染
め
な
ど
を

手
掛
け
、
全
て
の
部
位
を
活

用
で
き
る
の
も
ダ
リ
ア
に
こ

だ
わ
っ
た
理
由
で
す
。

福
島
県
塙
町

　
伊
奈
町
は
平
成
29
年
度
か

ら
、
福
祉
の
「
か
た
ち
」
が

変
わ
り
、
地
域
の
総
合
事
業

が
中
心
と
な
り
ま
す
。
山
梨

県
北
杜
市
で
は
、
平
成
24
年

度
か
ら
国
の
モ
デ
ル
事
業
と

し
て
、
総
合
事
業
へ
の
移
行

が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
地
域
包
括
ケ
ア
の
先

進
地
と
し
て
学
ぶ
べ
き
点
が

多
く
あ
り
ま
す
。
北
杜
市
の

介
護
認
定
率
は
、
山
梨
県
内

で
一
番
低
く
な
り
、
平
成
26

年
か
ら
27
年
に
か
け
て
介
護

給
付
費
は
、
3
6
6
2
万
円

減
額
と
な
り
、
総
合
事
業
に

移
行
し
た
効
果
が
出
て
い
ま

す
。
北
杜
市
で
は
、
い
き
い

き
運
動
教
室
、
は
つ
ら
つ
シ

ル
バ
ー
教
室
な
ど
、
元
気
な

高
齢
者
を
増
や
す
事
業
が
多

く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

北杜市の地域包括ケアの仕組みを研修

●視察地　山梨県北杜市・都留市
●視察日　平成28年10月13日・14日

山
梨
県
北
杜
市

　
都
留
市
で
は
、
放
課
後
子

ど
も
教
室
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。「
地
域
の

子
ど
も
は
地
域
で
育
て
る
」

の
信
念
の
下
、
放
課
後
や
夏

休
み
に
、
学
校
施
設
な
ど
の

公
共
施
設
を
活
用
し
て
、
子

ど
も
た
ち
の
居
場
所
を
設
け
、

地
域
の
人
々
と
の
交
流
を
通

し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や

か
に
育
ま
れ
る
環
境
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
我
々
は
、
北
杜
市
と
都
留

市
と
い
う
先
進
地
か
ら
、
貴

重
な
情
報
を
得
る
事
が
で
き

ま
し
た
。

山
梨
県
都
留
市
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